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受験番号 

問題番号 R4 II-2-1 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    建設       部門 

専門とする事項 
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１ ． 構 造 物 と 工 期 短 縮 方 法  

1 ) 構 造 物  

道 路 を 横 断 す る 排 水 用 R C ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト 。

B 3 . 0 × H 2 . 0 、 L = 2 0 m 。 供 用 中 の 道 路 に お い て 、 既 存 施

設 の 老 朽 化 と 能 力 不 足 対 策 の た め 撤 去 更 新 を 行 う が 、

設 計 完 了 後 に 周 辺 環 境 の 急 変 に よ り 交 通 量 が 増 加 し 、

道 路 管 理 者 か ら 通 行 規 制 期 間 の 大 幅 な 短 縮 が 求 め ら れ

た 。  

2 ) 工 期 短 縮 方 法  

R C ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト 本 体 の プ レ キ ャ ス ト 化  

3 ) 調 査 検 討 す べ き 事 項  

① 道 路 交 通 量 等 の 調 査 ： 現 地 道 路 の 交 通 量 、 混 雑 す る

時 間 帯 、 大 型 車 混 入 率 、 歩 行 者 や 自 転 車 の 通 行 状 況 な

ど を 調 査 す る 。  

② 作 業 ヤ ー ド 、 仮 設 ヤ ー ド の 調 査 ： P c a 化 し た 構 造 物

の 施 工 や 、 部 材 の 仮 置 に ヤ ー ド が 必 要 な た め 、 作 業 ヤ

ー ド や 仮 設 ヤ ー ド の 確 保 の 可 否 、 広 さ 、 周 辺 状 況 な ど

を 調 査 す る 。  

③ 搬 入 経 路 の 調 査 ： P c a 化 し た 部 材 の 寸 法 や 重 量 の 検

討 に 必 要 な た め 、 部 材 の 搬 入 や 施 工 機 械 の 進 入 を ど の

よ う に 行 う か 経 路 に つ い て 調 査 を 行 う 。  

④ 周 辺 土 地 利 用 状 況 の 調 査 ： 通 常 の 作 業 時 間 以 外 で の

作 業 が 可 能 か 否 か 、 現 場 周 辺 や 搬 入 ・ 進 入 経 路 で の 土

地 利 用 状 況 や 周 辺 施 設 に つ い て の 調 査 を 行 う 。  

2 ． 業 務 手 順 と 留 意 事 項  
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1 ) 調 査 ： 前 項 で 挙 げ た 事 項 の 調 査 を 行 う 。 特 に 搬 入 経

路 の 幅 員 や 線 形 、 仮 設 ヤ ー ド 類 の 広 さ は 部 材 寸 法 決 定

に 影 響 す る た め 入 念 に 調 査 を 行 う 。  

2 ) 計 画 ・ 設 計 ： 調 査 結 果 と 必 要 な 工 期 短 縮 期 間 を 元 に

し て 、 P c a 部 材 の 寸 法 や 施 工 方 法 、 搬 入 方 法 を 決 定 し

た 後 に 構 造 計 算 を 行 う 。 分 割 し た 部 材 の 接 合 部 分 が 弱

点 と な り う る た め 、 な る べ く 曲 げ モ ー メ ン ト が 小 さ い

位 置 で 部 材 分 割 を 行 う 。 接 合 方 法 に つ い て は 確 実 で 耐

久 性 の 高 い 方 法 を 選 定 す る 。  

3 ) 施 工 ： 分 割 作 成 し た 部 材 が 確 実 に 一 体 化 す る よ う 、

設 計 図 書 、 手 順 書 ・ 仕 様 書 に 基 づ い た 確 実 な 施 工 を 行

う 。  

４ ． 関 係 者 と の 調 整 方 法  

1 ) 利 害 関 係 者 ： 道 路 管 理 者 、 交 通 管 理 者 、 水 域 管 理 者 、

道 路 利 用 者 や 周 辺 住 民 を 想 定 す る 。  

2 ) 具 体 策  

① 上 流 工 程 か ら の 協 議 調 整 実 施 ： 調 査 計 画 段 階 か ら 関

係 者 と 協 議 を 行 い 、 手 戻 り の 発 生 を 防 止 す る 。  

② 理 解 度 に 応 じ た 説 明 方 法 の 選 定 ： 関 係 者 の 技 術 理 解

度 に 応 じ て 、 数 値 、 2 D 図 面 、 3 D ・ 4 D モ デ ル な ど を 使

い 分 け て 理 解 し や す い 説 明 を 行 う よ う 配 慮 す る 。  

③ リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 実 施  

ネ ガ 情 報 （ 負 の リ ス ク ： 通 行 規 制 、 騒 音 振 動 濁 水 発

生 の 程 度 と 対 応 策 な ど ） を 含 め た 協 議 調 整 を 行 う 。  

以 上  


